










目的 

 近年までその対応が著しく遅れていた発達遅滞乳幼児への早期からの療育指導も,各地

で積極的に実施されるようになってきた。しかしながら,いまだそれらの多くは経験的な対

応に停まり,理論と臨床の両面から妥当性の検証を経た体系的な療育プログラムによる指

導を実践しているものは極めて少数にすぎない。 

 発達遅滞乳幼児に対する適切な療育的対応を準備するためには,まず,個々の発達障害の

実態が正確かつ詳細に把握されなければならない。療育活動の開始に先だつそうした発達

評定(アセスメント)に基づく,一人ひとりに即した具体的な療育目標の設定－療育計画の

作成－療育活動－評価,そして評価情報の療育目標へのフィードバックという一連の療育

システムが循環的に機能してはじめて対応の成果が期待できよう。 

 本研究は,「ポーテージ早期教育ガイド」を参考に,日本の現状に合致した発達評定尺度・

療育プログラムを作成する中で,アセスメント・療育目標・効果の評価方法を開発すること

を目的とする。 


